
　　通所介護のサービスの提供開始に当たり、当事業者の概要や提供されるサービスの内容、

　利用上の留意事項等の重要事項については、次のとおりです。

　１．指定通所介護サービスを提供する事業者（法人）の概要

　２．利用者に対してのサービス提供を実施する事業所について

　　（１）事業所の所在地等

　　（２）事業所の設備

　　（３）事業の目的及び運営の方針

 利　　用　　定　　員

 通常の事業の実施地域

 電　　話　　番　　号

 介護保険指定事業所番号

 事　 業　 所　 名　 称

 主たる事務所の所在地

 Ｆ　 Ａ　 Ｘ　 番　 号

 Ｆ　 Ａ　 Ｘ　 番　 号

　社会福祉法人　宗越福祉会

　理事長　：　西川　洋美

　０８４６－２５－１９００

　昭和６０年 １２月 ２７日

　宗越通所介護事業所

　未実施

食 堂 兼 機 能 訓 練 室 128.05㎡ 　事　　 務　　 室 15.84㎡

　２０名（第１号通所事業所利用者を含む）

 事　業　所　所　在　地

　〒７２５－００１３　竹原市吉名町７９３番地

　〒７２５－００１３　竹原市吉名町７９３番地

　３ ４ ７ ０ ７ ０ ０ ２ ６ ５

　竹原市、東広島市安芸津町

　０８４６－２５－１９００

　０８４６－２５－１００５

　０８４６－２５－１００５

 事 業 者（法 人）名 称

 代 表 者（職 名・氏 名）

 設　 立　 年　 月　 日

 電　　話　　番　　号

 第三者評価の実施の有無

 浴室、脱衣場、トイレ 静　　 養　　 室 28.68m

相　　 談　　 室 6.75㎡
113.55㎡

を確保する為に人員及び管理運営に関する事項を定め、要介護状態に

ある高齢者に対し、適正なサービスを提供する事を目的とする。

要介護状態にある利用者が、その有する能力に応じて、自立した日常

生活を営む事が出来るよう、必要な日常生活上の支援及び機能訓練を

（一般浴槽、特殊浴槽等）

事業の目的

運営の方針
行う事により利用者の生活機能の維持又は向上を目指す。又、事業の

実施に当たっては、関係市町村、事業者、地域の保健・医療・福祉サ

るものとする。

ービス等と綿密な連携を図りながら、総合的なサービスの提供に努め

要介護状態にある利用者が、事業者が行う指定通所介護の適正な運営

通所介護重要事項説明書
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　　（４）営業日及び営業時間

　　（５）事業所の職員体制

　３．提供するサービスの内容について

事業者が保有する車両により、利用者の居宅と事業所まで

の送迎を行います。ただし、道路が狭い等の事情により、

車両による送迎が困難な場合には、車いす又は歩行介助に

より送迎を行う事があります。

　利用者居宅への送迎

通所介護計画に基づき個別機能訓練計画書を作成し、日常

・通所介護計画の内容について、利用者の同意を得た時は、

　通所介護計画を利用者に交付します。

・それぞれの利用者について、通所介護計画に従ったサー

　ビスの実施状況及び目標の達成状況の記録を行います。

　通所介護計画の作成

　ビス計画(ケアプラン)に基づき、利用者の意向や心身の

　状況等のアセスメントを行い、援助の目標に応じて具体

　的なサービス内容を定めた通所介護計画を作成します。

・通所介護計画の作成に当たっては、その内容について利

　用者又は家族に対して説明し、利用者の同意を得ます。

・利用者に係わる居宅介護支援事業者が作成した居宅サー

サービスの内容サービスの区分と種類

必要な指揮命令を行います。

 常勤兼務　1名

たサービスの実施状況及び目標の達成状況の記録を行いま

るよう相談・援助等を行います。又、通所介護計画に沿っ

す。

介  護  職  員

機能訓練指導員  常勤　　　1名

 常勤兼務　2名

 非常勤　　3名

生活を営むのに必要な機能の減退を防止する為の訓練を行

います。

通所介護計画に基づき、必要な日常生活上の世話及び介護

を行います。

従業者・業務の実施状況の把握やその他の管理を一元的に

握、病状急変時の主治医への連絡・対応等を行います。

行います。また、従業者に法令等の規定を遵守させる為、所　　　　長

 非常勤　　2名

相　 談　 員  常勤兼務　2名

サービス提供時間

　午前８時３０分～午後５時３０分

　午前９時００分～午後４時００分

管　 理　 者 　所　長　：　西 川 　浩

営　　業　　日 　月曜日～土曜日（ただし1２月２９日から１月３日までを除く）

営　業　時　間

職名 職務内容 人員数

利用者の有する能力に応じた自立した生活を営む事が出来

サービス提供前後及びサービス提供中の心身の状況等の把
看  護  職  員

2



　４.利用料等

　　　サービスを利用した場合の「基本利用料」は以下のとおりであり、お支払い頂く「利

　　用者負担金」は、原則として基本利用料に利用者の介護保険負担割合証に記載された負

　　担割合を乗じた額です。

　　（１）通所介護の利用料

　　　【基本部分：通常規模型】

２，７００円 

３，０６９円 

３，４４４円 

９００円 

１，０２３円 

１，１４８円 

１，３１６円 

１，８００円 

２，０４６円 

２，２９６円 

１，５５４円 

６５８円 

７７７円 
７時間以上
８時間未満

利用者の
要介護度

所要時間

場を提供します。

利用者の選択に基づき、趣味・趣向に応じた創作活動等の
  創作活動等その他

 利用者負担金（自己
 負担３割の場合）

 利用者負担金（自己
 負担１割の場合）

 利用者負担金（自己
 負担２割の場合）

通所介護費（１回あたり）

要介護３

要介護４

要介護５

６，５８０円

７，７７０円

９，０００円

１０，２３０円 

１１，４８０円 

基本利用料
（注１）

要介護１

要介護２

１，９７４円 

２，３３１円 

づき、器械・器具等を使用した訓練を行います。

  更衣介助

移動・移乗介助

  服薬介助

日常生活
上の世話

  日常生活動
作
  を通じた訓

レクリエーショ
ンを通じた訓練

 器具等を使用
 した訓練

機能訓練

利用者の能力に応じて、食事、入浴、排泄、行為等の日常

生活動作を通じた訓練を行います。

利用者の能力に応じて集団的に行うレクリエーションや歌

唱、体操等を通じた訓練を行います。

利用者の能力に応じて、機能訓練指導員が専門的知識に基

を行います。

介助が必要な利用者に対して、室内の移動、車いすへの移

乗の介助を行います。

介助が必要な利用者に対して、配剤された薬の確認、服薬

のお手伝い、服薬の確認を行います。

介助が必要な利用者に対して、排泄の介助、おむつの交換

等を行います。

介助が必要な利用者に対して、上着、下着等の更衣の介助

  食事の提供
  及び介助

  入浴の提供
  及び介助

  排泄介助

食事の提供及び介助が必要な利用者に対して、介助を行い

ます。又、嚥下困難者の為のキザミ食、ソフト食等の提供

を行います。

入浴の提供及び介助が必要な利用者に対して、入浴の介助

や清拭、洗髪等を行います。
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　　　【加算・減算】

高齢者虐待防止
未実施減算

指定居宅サービス基準第 37 条の２（指定居宅サービス等基準第39条の3において準用

する場合を含む。）に規定する措置（高齢者虐待防止の為の対策を検討する委員会の

定期的な開催、高齢者虐待防止の為の指針の整備、高齢者虐待防止の為の年１回以上の

の研修の実施、又は高齢者虐待防止措置を適正に実施するための担当者の設置）に規定

する措置を講じていない場合。

加算・減算の種類

専従の機能訓練指導を１名以上配置し、居宅訪問で把握したニーズと居宅での生活状況

画の見直し等を行う。

から個別機能訓練計画を作成する。利用者の心身の状況に応じて、実践的かつ反復的な

訓練を行う。その後、3月に1回以上利用者の評価を行い、必要に応じて個別機能訓練計個別機能訓練加算
（Ⅰ）イ

 基本利用料＋各種
 加算減算の 12％ 左記額の１割 左記額の２割

１２０円/回 

２２０円/回 ２２円/回 ４４円/回 ６６円/回 

４００円/月 ４０円/月 ８０円/月 １２０円/月 

６０円/月 ２００円/月 ２０円/月 ４０円/月 

４００円/回 ４０円/回 

５６０円/回 ５６円/回 １１２円/回 １６８円/回 

加　算　・　減　算　の　要　件

基本利用料
（注１）

 利用者負担金（自己
 負担１割の場合）

 利用者負担金（自己
 負担２割の場合）

 利用者負担金（自己
 負担３割の場合）

個別機能訓練加算（Ⅱ）

８０円/回 

左記額の３割

所定単位数×1％（減算事実が生じた月の翌月～改善が認められた月まで）

厚生労働省の入浴の施設基準を満たした設備で、通所介護計画に基づいた、入浴介助

向上を図る観点から、入浴介助に関わる職員に対し、入浴介助に関する研修等を行う。

（入浴中の利用者の観察を含む介助）を行う場合。又、入浴介助に必要な技術の更なる

  入浴介助加算（Ⅰ）

介護職員のうち介護福祉士の割合が70%以上、又は、勤続10年以上の介護福祉士が25％

以上のいずれかに該当。
サービス提供体制強化
加算（Ⅰ）（注３）

介護職員等の賃金や職場環境の改善を目的に、キャリアパス要件Ⅰ～Ⅴ、月額賃金改善

要件Ⅰ、職場環境等要件の３つの当該加算の算定要件を満たした場合。  介護職員等処遇改善
  加算（Ⅰロ）（注

３）

・利用者ごとのADL、口腔機能、栄養状態、認知症の状況・その他の利用者の心身の状

　況等に関する基本的な情報を、厚生労働省（LIFE）に提出している事。

・サービスの提供に当たって、上記の情報、その他サービスを適切かつ有効に提供する

　為に必要な情報を活用している事。※例えば、LIFEからのフィードバックを元にサー

　ビス計画書を見直したり、支援内容を変更したりする事。

科学的介護推進
体制加算

（LIFEの活用）。

個別機能訓練加算（Ⅰ）イまたは個別機能訓練加算（Ⅰ）ロを算定し、（Ⅰ）の取り組

みに加え、厚生労働省に個別機能訓練計画の情報を提出・フィードバックを受ける場合
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　　（注１）上記の基本利用料は、厚生労働大臣が告示で定める金額であり、これが改定された場合は、これら

　　　　　　基本利用料も自動的に改訂されます。なお、その場合は、事前に新しい基本利用料を書面でお知ら

　　　　　　せします。

　　（注２）介護保険給付の支給限度額を超えてサービスを利用する場合は、超えた額の全額をご負担頂く事に

　　　　　　なりますのでご留意ください。

　　（注３）当該加算は区分支給限度額の算定対象からは除かれます。

　　（２）その他の費用

　５.利用料等の支払方法

　　　利用料等においては、１ヶ月ごとに計算をし、これを利用者本人名義の指定口座より

　　自動引き落としとさせて頂きます。翌月２６日引き落とし（金融機関休日の場合は翌営

　　業日）となります。

　　　ただし、残高不足により、引き落としが出来なかった場合は、翌月の７日までに当事

　　業所が指定する金融機関の口座へ振り込んで頂く事になります。その際の振込手数料は

　　ご負担下さい。

　　　又、要介護認定を受けていない場合等の利用料等については、要介護認定確定後に一

　　括請求させて頂きます。

　６.サービスの利用に当たっての留意事項

　　　サービスの利用に当たって、留意頂きたい事は、以下のとおりです。

業務継続化計画
未策定減算

事業所と同じ建物に居住する利用者にサービスを提供すること事業所と同じ建物から通

う利用者にサービスを提供する事。
同一建物減算(ケア

  ハウス宗越苑入居の方）

利用者自身が事業所へ通う・家族等が送迎を行う等で事業所が送迎を行わない場合。

送　迎　減　算

運営基準において策定が義務付けられている業務継続計画（BCP）を策定していない

場合。

片道▲４７０円 片道▲１４１円片道▲９４円片道▲４７円 

往復▲９４０円 往復▲９４円 往復▲１８８円 往復▲２８２円

▲９４０円/日 

利用者は、サービス提供についての記録をいつでも閲覧出来ます

が、複写物を必要とする場合には１枚１０円を請求させて頂きま

す。

そ　　の　　他

昼食代（食材費＋調理費相当＋おやつ代）として７２０円/回を

請求いたします。ケアハウスに入居者の方のみ、おやつ代として

５０円/回を請求いたします。

食　　　　　費

利用者の居宅が、通常の事業の実施地域以外の場合、通常の事業

の実施地域を超えた地点から路程１ｋｍ当たり２０円を実費とし

て請求させて頂きます。

交　　通　　費

▲９４円/日 ▲１８４円/日 ▲２８２円/日 

所定単位数×1％（減算事実が生じた月の翌月～改善が認められた月まで）
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　　（１）サービス利用中に気分が悪くなった時は、すぐに職員にお申し出ください。

　　（２）複数の利用者の方々が、同時にサービスを利用する為、周りの方の迷惑にならな

　　　　　いようお願いします。

　　（３）利用者の事情で時間に遅れた場合、送迎サービスが受けられない場合があります。

　　（４）サービスの利用をキャンセルされた場合、同月内であれば、希望の日に振り替え

　　　　　て利用する事ができます。ただし、利用定員の空きがない日には、振り替え出来

　　　　　ませんのでご了承ください。

　　（５）地震・台風といった天災等により、送迎等が困難な場合は休業させて頂く事があ

　　　　　ります。

　７.虐待の防止について

　　　事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待防止等の為に、次に掲げるとおり必要な措置

　　を講じます。

　　（１）虐待防止に関する責任者を選定しています。

　　（２）虐待防止の為の指針を整備しています。

　　（３）虐待防止の為の対策を検討する委員会を定期的に開催し、指針の見直し等その結

　　　　　果について従業者に周知徹底を図っています。　　　　

　　（４）従業者に対する虐待防止を啓発・普及する為の研修を実施しています。

　　（５）成年後見制度の利用を支援します。

　　（６）苦情解決体制を整備しています。

　　（７）サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（現に養護している家族・親族・

　　　　　同居人等）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合には、速やかに

　　　　　これを市町村に通報します。

　８.身体拘束について

　　　事業者は、原則として利用者に対して身体拘束を行いません。ただし、自傷他害等の

　　恐れがある場合等、利用者本人又は他人の生命・身体に対して危険が及ぶ事が考えられ

　　る時は、利用者に対して説明し、同意を得た上で次に掲げる事に留意して、必要最小限

　　の範囲で行う事があります。その場合は、身体拘束を行った日時、理由及び態様等につ

　　いての記録を行います。

　　　又、事業者として、身体拘束をなくしていく為の取り組みを積極的に行います。

　　（１）緊急性…直ちに身体拘束を行わなければ、利用者本人、又は他人の生命・身体に

　　　　　危険が及ぶ事が考えられる場合に限ります。

　　（２）非代替性…身体拘束以外に、利用者本人又は他人の生命・身体に対して危険が及

虐待防止に関する責任者 　管　理　者　：　西 川 　浩
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　　　　　ぶ事を防止する事が出来ない場合に限ります。

　　（３）一時性…利用者本人又は他人の生命・身体に対して危険が及ぶ事がなくなった場

　　　　　合は、直ちに身体拘束を解きます。

　９.ハラスメントについて

　　　ハラスメントに関する事業者の取り組みとして、職場内でのハラスメント対策を行い

　　ます。利用者又はその家族等から、事業所及びそのサービス従業者、その他関係者に対

　　し、故意に暴力や暴言等の法令違反、その他著しく常識を逸脱する行為を行った場合は

　　サービスの中断や契約の解除を行う場合があります。

　１０.感染症の予防及びまん延防止のための措置

　　　感染症の予防及びまん延に関する取り組みの徹底を求める観点から、必要時の委員会

　　の開催、事業所としての指針の整備、研修の実施、訓練（シュミレーション）の実施を

　　取り組みます。

　　　感染予防の観点等から利用者又は家族等の同意がある場合、必要に応じてオンライン

　　ツール等を活用して担当者会議を行います。

　　　その際、個人情報の取り扱いには十分に留意します。

　１１.秘密保持及び個人情報の保護について

　　（１）利用者及びその家族に関する秘密の保持について

　　　　①事業者は、利用者の個人情報について「個人情報保護に関する法律」及び厚生労

　　　　　働省が策定した「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取り扱いの為

　　　　　のガイドライン』を遵守し、適切な取り扱いに努めるものとします。

　　　　②事業者及び従業者は、サービス提供をする上で知り得た利用者及びその家族の秘

　　　　　密を正当な理由なく第三者に漏らしません。

　　　　③又、この秘密を保持する義務は、サービス提供契約が終了した後においても継続

　　　　　します。

　　　　④事業者は、従業者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させる為、

　　　　　従業者である期間及び従業者でなくなった後においても、その秘密を保持するべ

　　　　　き旨を従業者との雇用契約の内容とします。

　　（２）個人情報の保護について

　　　　➀事業者は、利用者から予め文書で同意を得ない限り、サービス担当者会議等にお

　　　　　いて利用者の個人情報を用いません。又、利用者の家族の個人情報についても、

　　　　　予め文書で同意を得ない限り、サービス担当者会議等で利用者の家族の個人情報

　　　　　を用いません。

　　　　②事業者は、利用者及びその家族に関する個人情報が含まれる記録物（紙による物

　　　　　の他、電磁的記録を含む）については、善良な管理者の注意をもって管理し、又

　　　　　処分の際にも第三者への漏洩を防止するものとします。
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　　　　③事業者が管理する情報については、利用者の求めに応じてその内容を開示する事

　　　　　とし、開示の結果、情報の訂正、追加又は削除を求められた場合は、遅滞なく調

　　　　　査を行い、利用目的の達成に必要な範囲内で訂正等を行うものとします。

　１２.緊急時の対応について

　　　事業者及び従業者は、サービス提供中に利用者の病状の急変、その他緊急事態が生じ

　　た時は、速やかに主治医及び家族等へ連絡を行うとともに必要な措置を講じます。

　１３.事故発生時の対応について

　　　サービスの提供により、事故が発生した場合は、速やかに利用者の家族、担当の介護

　　支援専門員及び市町村等へ連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。

　　　又、利用者に対するサービスの提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠

　　償を速やかに行います。

　１４.非常災害対策

　　　事業者は非常災害に関する具体的計画に基づき、事業所の管理者を防火責任者として

　　利用者及び従業者等の避難・救出、その他の訓練を年２回以上行います。

　１５.苦情の受付と解決方法について

　　（１）手順について

　　　　➀苦情の受付は、面接・電話・書面（意見箱設置）等により随時受け付けます。

　　　　②苦情等内容について苦情申出人の意向を確認します。

　　　　③苦情受付担当者は、受け付けた苦情内容を苦情解決責任者と第三者委員（苦情申

　　　　　出人が第三者委員への報告を拒否した場合を除く）に報告します。　

　　　　④苦情解決責任者は、苦情申出人と誠意を持って話し合い、解決に努めます。

　　　　⑤必要があれば、第三者委員への報告・助言を求めます。

　　　　⑥苦情に対する再発防止策の策定を行います。

　　　　⑦苦情内容、話し合いの結果、改善・再発防止策等の記録を作成します。

　　　　※事業者で解決が出来ない苦情は、下記行政等の受付に申し立てる事が出来ます。

　　（２）苦情相談窓口について

　　　　①サービス提供に関する苦情や相談は、当事業所の下記の窓口でお受けします。　

事業所相談窓口

 電話番号　：　０８４６－２５－１９００

 　　　　　　　午前８時３０分～午後５時３０分

 相談担当者：　峠之内　照子（生活相談員）

 相談責任者：　西川　浩（所長）

 受付日時　：　月曜日～土曜日（祝日を除く）
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　　　　②サービス提供に関する苦情や相談は、下記の機関、第三者委員にも申し立てる事

　　　　　が出来ます。

　　　　

　１６.業務継続計画の策定等

　　　感染症又は非常災害の発生において、利用者に対する指定介護の提供を継続的に実施

　　する為の計画及び非常時の体制で早期の業務再開を図る為の計画（「業務継続計画」）

　　を策定し、その計画に従い、必要な措置を講じます。

　　　事業者は従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓

　　練を実施します。又、事業者は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて

　　計画の変更を行います。

　１７.認知症基礎研修の受講の義務付け

　　　介護に関わる全ての者の認知症対応力の向上させていく為、介護に関わる従業者のう

　　ち、医療・福祉関係の資格を有さない者について、認知症介護基礎研修を受講させる為

　　に必要な措置を講じます。新たに採用した介護に関わる従業者が医療・福祉関係の資格

　　を有しない場合、採用後１年を経過するまでに受講させます。

 電話番号　： ０８４６－２２－０００７

第三者委員

 　　　　　　 午前８時３０分～午後５時３０分

 電話番号　： ０８４６－２２－７７４３

 電話番号　： ０８２－４２０－０９３７

 所 在 地　： 東広島市西条栄町８番２９号

 　　　　　　 午前８時３０分～午後５時３０分

 受付日時　： 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

 東広島市役所 健康福祉部 介護保険課

 広島県国民健康保険団体連合会（介護福祉課）

 所 在 地　： 広島市中区東白島１９番４９号

 電話番号　： ０８２－５５４－０７８３

 受付日時　： 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

 　　　　　　 午前８時３０分～午後５時３０分

 氏　　名　： 八代　恵子（宗越福祉会評議員）

 電話番号　： ０８４６－２２－０６２７

 氏　　名　： 阿波村　英樹（宗越福祉会監事）

 竹原市役所 市民福祉部 地域支えあい推進課 介護保険係

 所 在 地　： 竹原市中央五丁目６番２８号

 受付日時　： 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）

苦情受付機関
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令和　　　年　　　月　　　日

　　　事業者は、利用者へのサービス提供開始にあたり、上記のとおり重要事項を説明しま

　　した。

　　　　　　　事　業　者　　　住　　　　　所　　竹原市吉名町７９３番地

　　　　　　　　　　　　　　　名　　　　　称　　社会福祉法人　宗越福祉会

　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　理事長　　西川　洋美　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　説　　明　　者　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　私は、事業者より上記の重要事項について説明を受け、同意しました。

　　　　　　　利　用　者　　　住　　　　　所　　

　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　代　理　人　　　住　　　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　本 人 と の 続 柄（　　　　　　　　　　　　　　）
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